
住民懇親会の様子小白浜復興住宅復興の進む唐丹町小白浜地区

釜石市社会福祉協議会

清野信雄
事務局長・センター長

釜石市社会福祉協議会

菊池　亮
地域福祉課課長・副センター長

釜
石
市
社
会
福
祉
協
議
会
（
丸
木
久

忠
会
長
）｢

生
活
ご
安
心
セ
ン
タ
ー｣

は
、

震
災
後
、
人
と
ひ
と
、
人
と
地
域
の
つ

な
が
り
を
維
持
・
再
生
す
る
こ
と
を
目

標
に
、
こ
れ
ま
で｢

命
を
つ
な
ぐ
支
援｣

｢

自
分
ら
し
さ
を
取
り
戻
す
支
援｣

｢

新

た
な
人
生
課
題
や
生
活
を
支
え
る
支
援｣

｢

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
再
生
支
援｣

等

に
取
組
み
、
社
協
の
機
能
と
地
域
の
資

源
を
活
用
し
て
、｢

つ
な
ぐ｣

｢

う
み
だ

す｣
｢

は
ぐ
く
む｣

支
援
に
取
組
ん
で

き
ま
し
た
。

復
興
期
の
今
、
市
内
で
は
仮
設
住
宅

の
み
な
ら
ず
、
災
害
公
営
住
宅
（
復
興

住
宅
）
や
自
宅
再
建
な
ど
、
被
災
者
の

居
住
環
境
が
変
化
し
、
住
民
個
々
の
生

活
と
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
も
変
化
が

生
じ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
生
活
ご
安
心
セ
ン
タ
ー

（
職
員
35
人
・
生
活
支
援
相
談
員
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
、
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
係
、
避
難
行
動
要
支
援
者
事
業

の
４
部
門
に
分
か
れ
て
活
動
）
で
は
、

市
内
８
地
区
（
栗
林
・
鵜
住
居
・
釜
石
・

中
妻
・
小
佐
野
・
平
田
・
唐
丹
・
甲
子
）

の
釜
石
市
地
域
づ
く
り
推
進
課
生
活
応

集
特 釜石市社協生活ご安心センターが取組む

地域コミュニティの再生

被災地の絆を育む
東日本大震災津波からまもなく５年が経とうとしています。被災地では仮設住宅入
居者、災害公営住宅（復興住宅）入居者、自宅を再建した新規住民など、被災者の居
住環境の変化に伴って、地域コミュニティにも変化が生じています。
釜石市社協 ｢生活ご安心センター｣ では、被災地の住民の ｢つながりの維持と再生｣
を目標に、「まちづくり交流会」などを通じて地域の福祉力を引き出し、地域の福祉
力を高め、自らの力で歩み始めるための支援に取組んでいます。
市社協が主催した釜石市唐丹町小白浜復興住宅住民懇親会の様子と、市社協と栗林
地区の町内会連合組織が一緒に取組んだ地域コミュニティ再生を目指したイベントを
紹介します。

自
治
組
織
に
働
き
か
け
な
が
ら

復
興
期
の
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
再
生

援
セ
ン
タ
ー
と
情
報
を
共
有
。

各
被
災
地
区
の
状
況
に
合
わ
せ
て
生

活
ご
安
心
セ
ン
タ
ー
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
係
等
が
、
情
報
の
把
握
や
ニ
ー
ズ
キ

ャ
ッ
チ
に
留
ま
ら
ず
、
地
区
の
自
治
組

織
に
働
き
か
け
な
が
ら
、
ま
ち
づ
く
り

交
流
会
な
ど
を
開
催
。
被
災
地
の
地
域

力
と
福
祉
力
を
高
め
て
い
ま
す
。

社
協
と
自
治
組
織
に
よ
る
ま
ち
づ
く

り
交
流
会
は｢

住
環
境
の
変
化
か
ら
交

流
機
会
を
失
っ
た
方
々
に
交
流
の
場
を

提
供
す
る
こ
と｣

｢

地
域
福
祉
や
見
守

り
に
関
し
て
の
意
識
を
持
っ
て
も
ら
う

こ
と｣

｢

災
害
公
営
住
宅
に
入
居
す
る

に
あ
た
り
、
入
居
者
同
士
の
交
流
の
場

を
提
供
し
、
円
滑
な
人
間
関
係
が
構
築

さ
れ
る
よ
う
に
働
き
か
け
る
こ
と｣

な

ど
を
ね
ら
い
と
し
て
い
ま
す
。

生
活
ご
安
心
セ
ン
タ
ー
で
は
、
被
災

地
の
自
治
組
織
と
連
携
・
協
働
の
道
を

探
り
、
確
認
し
あ
い
な
が
ら
、
被
災
者

の
孤
立
と
不
安
を
な
く
し
、
住
民
同
士

の
つ
な
が
り
を
つ
く
り
、
一
人
ひ
と
り

に
寄
り
添
い
な
が
ら
、
課
題
の
発
見
か

ら
解
決
ま
で
の｢

総
合
相
談
窓
口｣

の

役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。
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釜石市社協生活ご安心センター職員が復興住宅に入居した方々に挨拶し、交流を深めました。
当日は入居者の皆さんがいち早く集まり、汁物などご馳走の準備に携わりました。

昨
年
10
月
に
釜
石
市
唐
丹
町
小
白
浜

地
区
の
高
台
に
30
世
帯
が
入
居
す
る｢

小

白
浜
復
興
住
宅｣

が
完
成
し
、
入
居
者

同
士
の
親
睦
を
深
め
る
初
の
住
民
懇
親

会
（
昨
年
11
月
３
日
）
が
、
市
社
協
の

主
催
で
開
か
れ
ま
し
た
。
懇
親
会
に
は

小
白
浜
町
内
会
（
会
員
は
約
２
０
０
世

帯
）
が
協
力
し
ま
し
た
。

復
興
住
宅
に
入
居
し
た
方
の
ほ
と
ん

ど
が
、
震
災
前
か
ら
小
白
浜
地
区
に
お

住
ま
い
の
方
々
で
す
。（
※
小
白
浜
地

区
は
約
２
０
０
世
帯
の
う
ち
約
90
世
帯

が
全
半
壊
し
、
約
50
世
帯
は
小
白
浜
地

区
や
平
田
地
区
な
ど
数
か
所
の
仮
設
団

地
に
入
居
。
残
る
20
世
帯
は
町
外
の
仮

設
や
市
外
へ
転
居
し
て
い
ま
し
た
）。

住
民
懇
親
会
は
１
号
棟
か
ら
４
号
棟

ま
で
つ
な
が
る
復
興
住
宅
１
階
の
地
区

公
民
館
で
開
か
れ
、復
興
住
宅
入
居
者
、

笑
顔
が
戻
っ
た
!!

小
白
浜
復
興
住
宅
で
初
の
住
民
懇
談
会

地
域
の
力
を
引
き
出
し

地
域
の
福
祉
力
を
高
め
る

町
内
会
関
係
者
、
生
活
ご
安
心
セ
ン
タ

ー
ス
タ
ッ
フ
の
ほ
か
、地
区
民
生
委
員
、

平
田
駐
在
所
員
、
唐
丹
町
生
活
応
援
セ

ン
タ
ー
職
員
、
既
存
住
民
ら
約
50
人
が

参
加
し
ま
し
た
。

市
社
協
の
清
野
信
雄
事
務
局
長
（
生

活
ご
安
心
セ
ン
タ
ー
長
兼
務
）
は｢

小

白
浜
地
区
は
住
民
の
ま
と
ま
り
の
あ
る

地
区
で
す
。
顔
の
見
え
る
関
係
を
大
事

に
し
て
、
焦
ら
ず
着
実
に
新
し
い
生
活

に
馴
染
ん
で
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。
心

配
ご
と
は
生
活
ご
安
心
セ
ン
タ
ー
の
ス

タ
ッ
フ
に
気
軽
に
相
談
く
だ
さ
い｣

と

挨
拶
。
入
居
者
の
方
々
や
社
協
ス
タ
ッ

フ
ら
が
用
意
し
た
ご
馳
走
を
前
に
、
入

居
者
一
人
ひ
と
り
が
部
屋
の
番
号
や
趣

味
な
ど
を
交
え
て
自
己
紹
介
し
、
そ
の

後
は
カ
ラ
オ
ケ
な
ど
で
会
場
は
終
始
笑

顔
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

小白浜の新たな
コミュニティづくりを担う

これまで唐丹地区や平田地区などの
仮設団地で暮らしてきた30世帯が、や
っと地元に戻ることができました。
町内会では震災直後から小白浜復興
住宅の建設場所を模索したり、住環境
についても行政と協議を重ねてきまし
た。それだけに感慨もひとしおです。
住民懇親会には既存住民や関係者を
含む約50人が参加しましたが、入居者
の多くが昔からの顔なじみなだけに、
終始、親交を温めながら笑顔が輝きま
した。
入居者のうち18世帯がひとり暮らし
高齢者です。見守り機能を担い、孤立
を防ぐには、生活ご安心センター、生
活応援センターのバックアップだけで
なく、既存住民の見守り意識が大事と
思っています。一方で自宅を再建した
新住民も増えていることから、今後は
復興住宅入居者や新規住民らと、夢と
希望のある楽しい交流会を開催し、互
いに歩み寄りながら、新たな地域コミ
ュニティを構築したいと思っています。

釜
石
市
唐
丹
町

小
白
浜
町
内
会

佐
々
木
啓
二
会
長
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「栗林・食の文化祭」では
住民手作りの料理の振る舞
いや餅まき、趣味の作品展
示やバザー、芸能発表など
が行われ、参加者は笑顔を
輝かせました。

地域コミュニティ係

荒川弘樹 職員
地域コミュニティ係

太田将人 職員

４
年
３
か
月
に
及
ぶ
小
白
浜
仮
設
住

宅
で
の
生
活
を
経
て
、
復
興
住
宅
に
入

居
し
た
Ａ
子
さ
ん
（
78
）
は｢

ホ
テ
ル

み
た
い
な
環
境
で
た
ま
げ
ま
し
た
。
ま

た
、
ご
近
所
づ
き
あ
い
が
で
き
る
よ
う

に
し
た
い｣
と
笑
顔
で
話
し
て
い
ま
す
。

見
守
り
支
援
と
孤
立
防
止

復
興
住
宅
に
入
居
し
た
30
世
帯
の
う

ち
、
18
世
帯
が
ひ
と
り
暮
ら
し
で
す
。

ま
た
、
同
地
区
に
は
自
宅
を
再
建
す
る

世
帯
も
増
え
て
い
ま
す
。

生
活
ご
安
心
セ
ン
タ
ー
の
菊
池
亮
副

セ
ン
タ
ー
長
（
地
域
福
祉
課
長
）
は｢

住

民
が
つ
な
が
り
と
安
心
を
取
り
戻
し
、

自
分
の
力
で
歩
み
始
め
る
た
め
の
支
援

を
総
合
的
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。
昨
年

６
月
に
行
政
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
で
個
人

情
報
の
共
有
も
含
む
被
災
者
の
見
守
り

に
関
す
る
協
定
を
結
び
ま
し
た｣

と
し

た
う
え
で
、
今
後
の
重
点
目
標
に
見
守

り
支
援
と
孤
立
防
止
を
あ
げ
て
い
ま
す
。

な
お
、
復
興
住
宅
入
居
後
の
孤
立
防

止
に
向
け
た
支
援
の
あ
り
方
を
探
る
た

め
、
平
田
復
興
住
宅
で
被
災
３
県
（
岩

手
、
宮
城
、
福
島
）
の
社
協
職
員
も
参

加
し
て
、｢

生
活
支
援
相
談
活
動
管
理

職
・
相
談
者
連
絡
会｣

を
開
催
。
視
察

と
情
報
交
換
を
行
っ
て
い
ま
す
。

釜
石
市
の
北
西
部
に
位
置
す
る
栗
林

地
区
は
人
口
が
約
９
２
０
人
。
自
然
環

境
に
恵
ま
れ
た
純
農
村
地
帯
で
す
。

震
災
で
津
波
被
害
は
免
れ
ま
し
た
が
、

甚
大
な
被
害
を
受
け
た
鵜
住
居
地
区
に

隣
接
し
、
比
較
的
広
大
な
土
地
が
多
い

こ
と
か
ら
、
町
内
に
６
団
地
３
３
２
戸

の
仮
設
住
宅
が
点
在
。
約
４
０
０
人
以

上
の
方
々
が
生
活
し
て
い
ま
す
。
ま
た

震
災
後
、
約
30
世
帯
が
町
内
に
自
宅
を

再
建
し
て
い
ま
す
。

釜
石
市
で
は
今
後
、
仮
設
住
宅
の
集

約
が
本
格
的
に
始
ま
る
予
定
で
す
が
、

栗
林
町
の
仮
設
団
地
も
集
約
対
象
と
な

市
社
協
と
栗
林
町
の
町
内
会
が

「
栗
林
・
食
の
文
化
祭
」
で
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り

っ
て
い
ま
す
。

町
内
外
か
ら
３
０
０
人
が
参
加

住
民
同
士
の
顔
の
見
え
る
関
係
づ
く

り
と
、
栗
林
の
魅
力
を
発
信
す
る｢

栗

林
・
食
の
文
化
祭｣
（
11
月
15
日
、
栗

林
小
体
育
館
）
は
、
昨
年
に
続
き
２
回

目
の
開
催
。
栗
林
町
全
域
の
町
内
会
が

連
合
す
る｢

栗
林
共
栄
会｣

（
遠
野
健
一

会
長
、
会
員
２
５
０
世
帯
）
と
、
市
社

協
の
共
催
で
開
か
れ
、
既
存
住
民
や
仮

設
住
宅
入
居
者
、
新
規
住
民
、
そ
れ
に

町
外
の
方
も
含
め
て
約
３
０
０
人
が
参

加
し
ま
し
た
。

地
元
の
名
産
品
づ
く
り
を
目
標
に
、

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
再
生
の
一
環
と
し

て
開
催
し
た｢

食
の
文
化
祭｣

は
、
健

康
体
操
、
柳
亭
左
龍
さ
ん
の
落
語
、
地

元
芸
能
の
丹
内
神
楽
（
市
指
定
無
形
文

化
財
第
一
号
に
登
録
）、
バ
ザ
ー
、
趣

味
の
作
品
展
示
、
餅
ま
き
、
地
元
住
民

の
歌
と
踊
り
な
ど
盛
り
沢
山
の
内
容
。

ま
た
、
料
理
自
慢
の
住
民
が
地
元
産

の
野
菜
、
果
実
、
穀
物
な
ど
を
使
っ
た

ア
イ
デ
ィ
ア
あ
ふ
れ
る
33
点
を
出
展
。

惣
菜
や
菓
子
な
ど
、
地
元
の
自
慢
料
理

を
発
信
し
ま
し
た
。
昼
食
に
は
豚
汁
や

お
に
ぎ
り
が
振
る
舞
わ
れ
、
子
供
か
ら

高
齢
者
ま
で
参
加
し
た
文
化
祭
は
、
笑

顔
と
ふ
れ
あ
い
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

●

●

●

仮
設
住
宅
で
暮
ら
し
て
い
た
30
世
帯
の
小

白
浜
地
区
の
住
民
が
、
や
っ
と
ふ
る
さ
と
に

戻
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

社
協
で
は
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
復
興
支
援

事
業
の
一
環
と
し
て
、
地
区
ご
と
に｢

ま
ち

づ
く
り
交
流
会｣

を
開
催
し
て
、
地
域
の
力

を
引
き
出
す
よ
う
努
め
て
い
ま
す
。
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
再
生
に
は
知
り
合
う
き
っ
か
け
づ

く
り
、
支
え
あ
う
き
っ
か
け
づ
く
り
が
必
要

で
す
。
小
白
浜
地
区
の
住
民
懇
親
会
で
は
、

そ
の
き
っ
か
け
が
提
供
で
き
ま
し
た
。

復
興
住
宅
に
は
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
が

半
数
近
く
お
り
、
交
流
促
進
を
継
続
し
な
が

ら
、
一
つ
で
も
多
く
の
課
題
を
解
決
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

第
２
回｢

栗
林
・
食
の
文
化
祭｣

は
、「
く

り
ば
や
し
夢
プ
ラ
ン
」
実
現
の
ひ
と
つ
と
し

て
企
画
さ
れ
、
住
民
が
実
行
委
員
会
を
組
織

し
、
私
た
ち
は
そ
の
後
方
支
援
に
努
め
ま
し

た
。会

場
で
は
仮
設
、
新
規
、
既
存
住
民
の
３

者
が
交
流
し
、
絆
を
深
め
な
が
ら
、
ま
ち
の

魅
力
を
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。

自
治
組
織
が
活
発
化
す
る
よ
う
「
ま
ち
づ

く
り
交
流
会
」
な
ど
の
場
で
課
題
や
要
望
を

「生活ご安心センター」スタッフからのメッセージ

自
ら
の
力
で
歩
み
出
す
支
援
を

自
治
会
組
織
の
活
動
を
後
方
支
援
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住民交流と地域の魅力を発信する「栗林・食の文化祭」に
は、町内外の約300人が心温まるひとときを過ごしました。

釜石市栗林町
栗林共栄会

遠野健一会長

地域コミュニティ係

東梅和輝 職員

住
民
同
士
の

顔
の
見
え
る
関
係
づ
く
り

全町民でつくる ｢笑顔と元気と結の里｣

津
波
被
災
を
免
れ
た
山
間
部
の
栗
林
町
に
は
、

仮
設
住
宅
入
居
者
や
自
宅
再
建
し
た
方
々
な
ど
、

新
た
に
住
民
に
な
ら
れ
た
方
々
が
増
え
、
こ
れ
ま

で
の
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
変
化
し
て
い
ま
す
。

｢

栗
林
共
栄
会｣

で
は
、
新
規
住
民
と
の
融
合
や

仮
設
住
民
と
の
つ
な
が
り
を
強
め
、
よ
り
良
い
ふ

る
さ
と
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
に
、
市
社
協
と
一

緒
に
住
民
参
加
型
の
交
流
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
て

い
ま
す
。

｢

食
の
文
化
祭｣

で
は
新
し
い
名
産
品
づ
く
り

を
含
め
て
町
の
魅
力
を
発
信
。｢

栗
林
ウ
ォ
ー
ク｣

で
は
美
し
い
自
然
環
境
の
中
で
、
健
康
と
生
き
が

い
づ
く
り
を
発
信
し
ま
し
た
。

平
成
26
年
度
に
町
の
将
来
を
考
え
る｢

く
り
ば

や
し
夢
プ
ラ
ン｣

を
策
定
。
キ
ー
ワ
ー
ド
は
自
然
、

ふ
れ
あ
い
、
伝
統
文
化
、
福
祉
で
す
。
住
民
同
士

が
ふ
れ
あ
い
、
お
互
い
助
け
あ
う
、
後
世
に
誇
れ

る
ふ
る
さ
と
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

健
康
増
進
や
閉
じ
こ
も
り
防
止
を
目
的
に

｢

栗
林
ウ
ォ
ー
ク｣

事
業
を
担
当
し
、
私
も

一
緒
に
歩
き
ま
し
た
。

栗
林
町
は
町
内
会
活
動
が
活
発
な
と
こ
ろ

で
す
。
震
災
直
後
は
避
難
所
へ
の
物
資
配
送

や
所
在
確
認
等
に
協
力
し
、
仮
設
住
宅
が
で

き
て
か
ら
は
、
生
活
支
援
相
談
員
ら
に
よ
る

見
守
り
活
動
や
閉
じ
こ
も
り
防
止
な
ど
に
も

積
極
的
に
協
力
し
ま
し
た
。

｢

栗
林
ウ
ォ
ー
ク｣

で
は
地
元
の
ガ
イ
ド

役
が
、
史
跡
や
文
化
財
等
を
案
内
し
、
住
民

３
者
（
仮
設
、
新
規
、
既
存
住
民
）
が
交
流

し
な
が
ら
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
に

弾
み
を
つ
け
ま
し
た
。

｢

食
の
文
化
祭｣

に
続
い
て
市
社
協
と

栗
林
共
栄
会
が
共
催
し
た
第
２
回
「
栗

林
ウ
ォ
ー
ク
」
は
、
昨
年
12
月
６
日
に

開
催
。
健
康
増
進
、閉
じ
こ
も
り
予
防
、

住
民
交
流
を
目
標
と
し
た
初
冬
の
散
策

に
は
、
仮
設
住
宅
や
自
宅
再
建
し
た
住

民
を
含
む
、
町
内
外
か
ら
約
50
人
が
参

加
し
ま
し
た
。

笑
顔
と
元
気
と
結
の
里
で

初
冬
の
栗
林
を
散
策

参
加
者
は
体
力
に
応
じ
て
２
㎞
・
５

㎞
・
10
㎞
の
コ
ー
ス
に
分
か
れ
、
三
浦

命
助
之
碑
や
茅
沢
水
車
な
ど
、
ま
ち
の

自
然
や
歴
史
、
文
化
に
ふ
れ
ま
し
た
。

な
お
、「
栗
林
さ
ん
ぽ
路
コ
ー
ス
」は
、

栗
林
共
栄
会
が
市
社
協
に
相
談
し
て
平

成
27
年
３
月
に
策
定
。
地
区
住
民
の
健

康
増
進
と
ふ
れ
あ
い
の
場
と
な
っ
て
い

大
切
な
「
ま
ち
づ
く
り
交
流
会
」

キ
ャ
ッ
チ
し
、
ア
ン
テ
ナ
を
張
り
め
ぐ
ら
せ

て
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再
生
・
維
持
に
向
け

て
、
息
の
長
い
支
援
を
続
け
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
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市社協と栗林共栄会が策定した「栗林さんぽ路コース」を３コースに分かれて散策し、ふれあ
いを深めました。「栗林さんぽ路コース」の草刈りや案内板設置も住民の手で行われました。

仮設住宅入居者や自宅を再建
した新規住民も加わり、初冬
の栗林を満喫しました。下段
は町内６か所に設置されてい
る仮設住宅。

岩間　淳さん

川崎恵美さん

ま
す
。

出
発
か
ら
約
１
〜
２
時
間
、
ス
タ
ー

ト
兼
ゴ
ー
ル
場
所
と
な
っ
た
釜
石
市
立

砂
子
畑
集
会
所
（
さ
ん
あ
い
セ
ン
タ
ー
）

に
は
、
４
歳
の
子
ど
も
か
ら
中
高
齢
者

ら
が
次
々
に
到
着
。
昼
食
時
間
に
は
、

煮
込
み
う
ど
ん
や
地
元
の
団
子
が
振
る

舞
わ
れ
、
参
加
者
全
員
に
記
念
品
が
配

ら
れ
ま
し
た
。

箱
崎
町
で
被
災
し
、
沢
田
地
区
に
自

宅
を
再
建
し
た
小
林
京
子
さ
ん
（
62
）

は｢

早
い
も
の
で
栗
林
に
来
て
今
年
で

丸
３
年
に
な
り
ま
す
。
同
じ
箱
崎
地
区

で
一
緒
だ
っ
た
人
も
お
り
、
近
隣
住
民

の
皆
さ
ん
は
親
切
な
方
ば
か
り
で
す｣

と
話
し
、
家
族
の
大
黒
柱
と
し
て
頑
張

っ
て
い
る
と
声
を
弾
ま
せ
ま
し
た
。

ま
た
、
大
槌
町
で
被
災
し
、
平
成
25

年
に
砂
子
畑
地
区
に
自
宅
を
再
建
し
た

岩
間
淳
さ
ん
（
62
）
は｢

新
し
く
住
民

と
な
ら
れ
た
方
も
増
え
、
妻
と
娘
も
近

隣
住
民
と
ふ
れ
あ
い
を
深
め
て
い
ま
す
。

第
２
の
ふ
る
さ
と
栗
林
づ
く
り
の
た
め

に
、
お
手
伝
い
で
き
る
こ
と
は
努
力
し

た
い｣

と
笑
顔
で
話
し
て
い
ま
す
。

栗
林
「
夢
プ
ラ
ン
づ
く
り
作
業
部
会
」

栗
林
共
栄
会
は
新
規
住
民
と
の
さ
ら

な
る
融
合
や
仮
設
住
宅
居
住
者
と
の
つ

な
が
り
を
強
化
す
る
た
め
に
、
平
成
26

年
度
に
岩
手
県
さ
ん
り
く
基
金
な
ど
の

助
成
を
受
け
て
、｢

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

再
生
支
援
事
業｣

な
ど
に
取
組
ん
で
い

ま
す
。
一
方
で
「
住
ん
で
良
か
っ
た
・

住
ん
で
み
た
い
と
思
え
る
よ
う
な
ま
ち

づ
く
り
」
を
目
標
に
、
町
内
か
ら
選
ば

れ
た
20
代
〜
50
代
の
地
元
の
有
志
ら
が

中
心
と
な
り
、
将
来
の
ま
ち
の
設
計
図

を
考
え
る
作
業
部
会
を
平
成
25
年
４
月

に
ス
タ
ー
ト
さ
せ
て
い
ま
す
。

そ
の
後
、
小
学
生
以
上
、
仮
設
住
宅

入
居
者
等
も
含
む
全
住
民
へ
の
ア
ン
ケ

ー
ト
調
査
の
結
果
を
基
に
、
栗
林
の
将

来
像
を
考
え
る｢

く
り
ば
や
し
夢
プ
ラ

ン｣

（
メ
ン
バ
ー
は
約
20
人
）
を
策
定

し
て
い
ま
す
。

夢
プ
ラ
ン
で
検
討
し
た
施
策
な
ど
は
、

作
業
部
会
が
取
り
ま
と
め
、
栗
林
共
栄

会
に
提
言
。
意
見
等
は
総
会
や
会
報
で

住
民
に
伝
え
て
い
ま
す
。

「
栗
林
ウ
ォ
ー
ク
」
の
ス
タ
ッ
フ
と
し

て
参
加
し
た
作
業
部
会
の
川
崎
恵
美
さ

ん
は｢

少
子
高
齢
化
の
進
行
や
若
者
の

就
業
先
の
不
足
な
ど
、
従
来
か
ら
地
域

が
抱
え
る
問
題
と
と
も
に
、
震
災
に
よ

る
環
境
の
変
化
へ
ど
の
よ
う
に
対
処
し

た
ら
良
い
の
か
、
月
１
回
部
会
を
開
い

て
考
え
て
い
ま
す
。
で
き
る
こ
と
か
ら

着
実
に
、
住
み
よ
い
ふ
る
さ
と
づ
く
り

に
取
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す｣

と
話
し
て
い
ま
す
。

「住んで良かった」「住んでみたい」と思えるようなまちづくり
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